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ご注意

MC-8 をカムロボットに搭載するマニュアル

この文書は、KO PROPOマルチコントローラーMC-8 を使用して、どなたでも簡単に電子工作に入門すること
を目的とした手引書になります。当文書に掲載された画像、文書はご自由に転載、転写、その他の複製行為に
使用していただいて構いません。
作例に使用する「カムプログラムロボット」は（株）タミヤ様の製品になりますが、当作例ではタミヤ様の組
み立て説明図の範疇を逸脱しての改造行為になり、破損、事故等が発生した場合、自己責任に帰属することを
ご承知の上、電子工作をお楽しみください。

はじめにお読みください

用意するもの

MC-8  無線コントローラー

MR-8　無線レシーバー

MD-1 ニュートラルブレーキ仕様 （No.40452） x2 基

　　　　　　モーターを回転、 停止させるためのモータードライバー

電源ユニット NEW コネクター (No.26012)　MR-8 と MD-1 の電源、 スイッチ

上記すべては MC-8 2.4GHz MX-F MAKE セット A （MD-1NB ×2 個付属）

（No.10713） にて、 一括でお買い求めいただけます。

カムプログラムロボット工作セット ……

工具類 ……

電池 単 4 型 ｘ４本 （MC-8 用）　　単 3 型 x4 本 （電源ユニット用）……

タミヤ様品番 （ITEM70227） または

（ITEM69922） をご用意ください。

当作例では、 ITEM69922 （ガンメタル /

オレンジ） を使用しています。

※当文書では、 以下 「カムロボット」 と

　表記します。

ニッパー / カッター / ハサミ、 + ドライバーなど （カムロボット組み立て説明書同様）

両面テープ …… タミヤ様品番 （SP.171） 耐熱両面テープまたはクッション材両面テープを

模型小売店、 ホームセンター、 100 円ショップなどでお買い求めください。

１ カムロボットの準備

電池を外します。 電池ボックスとスイッチの
配線をほどいて外しておきます。
※ゴムチューブは再使用します。

組み立て説明書通りに作ったカムロボットからコードを取り外して、 モーターにモータードライバーを

取り付けられるようにします。

左右のモーターのコードを
分けておきましょう。

1

｝ MC-8 2.4GHz MX-F 送受信機セット
（No.10710） にて、 まとめてお買い求めいただけます。

（クリックで
商品ページへ）

（クリックで
商品ページへ）

https://www.kopropo.co.jp/products/view/10710
https://www.kopropo.co.jp/products/view/10713
https://www.kopropo.co.jp/products/view/40452
https://www.kopropo.co.jp/products/view/26012
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2 MD-1 の準備

３ MD-1 とモーターの接続

被膜をつまみ、 引き抜きます。

モータードライバー MD-1 のモーター用コード被膜を１ｃｍほどむいて、 カムロボットのモーター配線と

接続できるように準備します。

モータードライバー MD-1 のモーター用コードと、 カムロボットのモーターを接続します。

芯線はよじってまとめて
おきます。

2

【ニッパーを使用する場合】

【カッターを使用する場合】

【ゴムパイプを紛失した場合】

芯線を切らない程度に軽く
ニッパーをつまみ、 被膜に
切れ込みを入れます。

※ニッパーやカッターは鋭利な刃物
　　ですので取り扱いには十分に
　　ご注意ください！

※MD-1 の配線は 10ｃｍあるので、
　　何度か失敗しても問題ありません。

芯線を切らない程度に軽く
カッターをあて、 被膜に
切れ込みを入れます。

【右側のモーター】

①モーター （黄） と MD-1 （赤）

②モーター （青） と MD-1 （黒）

を接続します。

接続後は、 カムロボット付属の

ゴムパイプをはめておきます。

【右側のモーター】

①モーター （黄） と MD-1 （黒）

②モーター （青） と MD-1 （赤）

を接続します。

接続後は、 カムロボット付属の

ゴムパイプをはめておきます。

KO PROPO （品番 No.75452）

スミチューブ S をご用意ください。

１.5ｃｍ程度にカットして使用します。

https://www.kopropo.co.jp/products/view/75452
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4 MD-1 の搭載

モータードライバーMD-1 をカムロボットのフレームに固定します。 固定には両面テープを使用します。

3

右モーターのMD-1 は右側に、 左モーターのMD-1 は

左側に固定しましょう。

両面テープはMD-1 に張り付けてから剥離紙をはがし、

フレーム上部に固定します。

MD-１固定用
両面テープ
カットサイズ （原寸）

電池ボックス固定用
両面テープ
カットサイズ （原寸）

2
0

㎜

26 ㎜

5 MD-1 とMR-8の接続

モータードライバーMD-1 の 3本コードをMR-8に接続します。

右のMD-1 は CH-Cに、 左のMD-1 は CH-Aに固定

しましょう。

※コネクタの向きに注意
MR-8への差し込みは、
「爪が下側」になります。

左MD-1 右MD-1

6 電源ユニットの搭載

電源ユニットに単3乾電池 （別売） をセットして、 カムロボットの写真の位置に搭載します。

電池は重量があるので、 両面テープをたっぷり使って

しっかり固定しましょう。

2
0

㎜

46 ㎜

ｘ２枚
　使います
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7 電源ユニットとMR-8の接続

電源ユニットのコネクターをMR-8の BAT端子に接続します。

4

コネクター接続前に、 電源ユニットのスイッチをOFFに

しましょう。

※コネクタの向きに注意
MR-8への差し込みは、
「爪が下側」になります。

電源ユニットより

8 電源ユニットのスイッチを固定

電源ユニットのスイッチをカムロボットのシャーシ部分に固定します。 固定には両面テープを使用します。

カムロボットシャーシの操作しやすい位置を選んで、

スイッチを両面テープで固定しましょう。

スイッチ固定用
両面テープ
カットサイズ （原寸）

1
0

㎜

20 ㎜

20㎜

9 MR-8を固定

MR-8をカムロボットのフレーム部分に固定します。 固定には両面テープを使用します。

カムロボットシャーシの顔パーツの裏側に、

MR-8を両面テープで固定しましょう。

MR-8固定用
両面テープ
カットサイズ （原寸）

2
0

㎜
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10 完成

カムロボットの頭パーツを再度取り付けて、 完成です。

5

11 操作方法

MC-8➡カムロボットの順番に電源をONします。

CH-A/B スティック上下 （CH-A操作） で左キャタピラを、 CH-C/D スティック上下 （CH-C操作） で

右キャタピラを操作します。 スティックを少しだけ傾けると、 ゆっくり動作します。

カムロボットのスイッチ、 電池ボックス

カムプログラムバーは使用しませんので、

取り外してしまっても構いません。

スティック操作
カムロボットの動き

電源スイッチ

…長押しでON/OFF

CH-A/B スティック CH-C/D スティック

CH-A

C
H

-A

C
H

-C

CH-C

KOPROPOのウェブサイトでは、 MC-8の使用方法をわかりやすく解説した動画を紹介しています。
ぜひこちらもご覧ください。 https://www.kopropo.co.jp/specials/view/31
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